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喇
叭
水
仙（
彼
岸
花〈
ひ
が
ん
ば
な
〉科
）

　

開
地
中
海
沿
岸
が
原
産
で
す
。
高
さ
は
20
〜
30
㎝
に
な
り
、
開
花
時
期
は
３
月
か
ら
４
月
頃

で
す
。

　

ス
イ
セ
ン
属
に
は
た
く
さ
ん
の
品
種
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
1
茎
1
花
で
、
副
花
冠
（
真

ん
中
に
あ
る
ラ
ッ
パ
の
よ
う
な
部
分
）
が
花
被
片
と
同
じ
長
さ
か
そ
れ
よ
り
も
長
い
も
の
を
ラ
ッ

パ
ズ
イ
セ
ン
と
呼
び
ま
す
。

花
言
葉
：「
尊
敬
」「
心
づ
か
い
」

　ツツジ科ツツジ属シャクナゲ亜属の低木の総称です。種類数は定義に

よって大きく異なりますが、おそらく数百種類はあると言われています。

いずれも派手で大きな花に特徴があり、花の色は白あるいは赤系統が多

いですが、黄色の場合もあります。

　古くは神に捧げる木、忌み木とされ、庭木や植栽にする類の花木では

なかったようです。

石楠花（しゃくなげ）

山の幸館

第38回 桜の里　　　　
　　　　健康マラソン大会

ら
っ
ぱ 

す
い
せ
ん
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第 3 8 回

湯山温泉

桜
祭
り

　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
八
日
（
土
）
の
前
日
祭
、

三
月
二
十
九
日
（
日
）
の
本
祭
り
に
は
、
県
内
外
か
ら

約
二
万
八
千
人
の
観
光
客
が
訪
れ
、
市
房
ダ
ム
湖
周

辺
や
親
水
公
園
の
祭
り
会
場
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

玉名女子吹奏学部マーチング

上楠臼太鼓踊り

子供キャラクターショーで会場も大賑わい

桜祭りのポスターを描いた、丸山ミユさん

見事な「姫桜太鼓」



33

ＳＡＫＵＲＡ組の見事なダンス

木ん馬レース

村内保育園児の見事なダンス（キューティーハニー）

村内保育園児の見事な歌声（羞恥心）

球磨神楽

中学生の見事な合唱

塚原哲平歌謡ショー

祝いもち投げ
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◎
男
子

杉
野　

靖や
す
ゆ
き幸

戸
浦　

優ゆ
う
と斗

西　
　

郁ふ
み
や弥

前
田　

上か
ず
さ総

湯
谷　

陸り
く
と虎

◎
女
子

入
江
七に

じ

か
彩
華

川
畑　

奈な

つ都

郷　
　

悠は
る
き稀

◎
男
子

川
俣　

憧し
ょ
う
と人

椎
葉　

遥は
る
き希

中
村　
　

諒
り
ょ
う

那
須　
　

光
ひ
か
り

西　
　

空く
う
が我

南　
　

真ま
な
と斗

力
田　
　

魁か
い

◎
女
子

井
口　

澄す
み
か架

和
泉
由ゆ

か

り
佳
梨

蔵
座
さ
く
ら

余
利　

陽は
る
か花

福
田　

陽ひ
よ
り和

森
川　

美み
さ
き咲

湯山小学校

岩野小学校

村内小学校入学式
　４月９日、村内小学校で入学式が行われ、２１名の子ども達が希望と期待を胸に新生活をスタートしま
した。まだまだ慣れない生活ですので、地域の方々のあたたかいご協力とご指導をよろしくお願いします。



5

長
い
間お世

話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
し
た
。

　

三
十
五
年
六
ヶ
月
、
村
の
保
育
師
と
し

て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
郷
恭
子
さ
ん
が
、
三

月
末
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
今
ま
で

通
り
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

◎
男
子

雨
森　

拓た
く
み海

今
中　

悠ゆ
う
た太

内
山　
　

蓮れ
ん

大
山
田
涼

り
ょ
う
へ
い平

幸
野　

真ま
さ
と斗

小
原　

正ま
さ
み
ち道

下
田　
　

倭
や
ま
と

蔵
座　

祐ゆ
う
へ
い平

中
村　

佑ゆ
う
す
け輔

原
田　

直な
お
き紀

馬
場　

宣よ
し
た
か敬

◎
女
子

猪
口　

里り

さ紗

江
藤　

彩さ
や
か夏

落
合　

加か

え恵

川
越　
　

希
の
ぞ
み

川
原
ひ
か
る

幸
野　

美み
さ
き咲

椎
葉　

安あ
ん
な奈

那
須　

瑞み
ず
き紀

西　

未み

き

こ
来
子

丸
山　

ケ
イ

溝
口
絵え

り

か
里
佳

山
崎
未み

な

み
菜
美

山
本　

鈴れ
い
か華

湯
谷
真ま

の

あ
乃
藍

　４月８日（水）に平成 21 年度入学式が行われ、25 人の新入生が入学しました。

平成21年度水上中学校入学式
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事
を
、
ま
た
新
た
な
場
所
で
し
っ
か
り

と
生
か
し
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心

の
面
で
も
、
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
け

る
よ
う
、
自
分
も
「
笑
顔
」
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
と
共
に
、
自
分
も
高
め
ら
れ
る
教
師

を
目
指
し
ま
す
！
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

②
深
田
小
学
校

③
最
近
は
趣
味
と
言
え
る
も
の
は
特
に
な

く
、
休
み
の
日
は
わ
が
子
と
遊
ん
で
い

る
か
、
家
族
で
買
い
物
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
）
に
行
く
く
ら
い
で
す
。
子
ど
も
の

頃
は
、
清
流
で
の
魚
つ
り
な
ど
よ
く
し

て
い
ま
し
た
。

　

特
技
に
つ
い
て
も
こ
れ
と
言
っ
た
特
技

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
球
技
が
好
き
な
の

で
子
ど
も
た
ち
と
時
間
を
つ
く
っ
て
楽

し
め
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
長
年
教
職
を
や
っ
て
い
る
と
気
力
・
体

力
と
も
衰
え
意
欲
に
欠
け
て
き
ま
す
。

こ
の
度
、
水
上
村
に
赴
任
し
お
世
話
に

な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
と
人

情
味
溢
れ
る
土
地
柄
と
お
聞
き
し
て
い

ま
す
の
で
学
校
の
中
だ
け
で
な
く
地
域

か
ら
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
最
近
、
運
動

不
足
に
な
り
が
ち
で
す
の
で
年
齢
に
合

っ
た
運
動
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

②
再
任

③
久
し
ぶ
り
に
園
芸
を
再
開
し
ま
し
た
。

お
気
に
入
り
の
観
葉
植
物
を
枯
ら
さ
な

い
よ
う
世
話
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

④
母
校
勤
務
も
三
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
再
任

③
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
演
奏
、
読
書
、
絵
画
鑑

賞
④
二
年
目
に
な
り
ま
す
。
昨
年
度
以
上
に

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

②
黒
肥
地
小
柳
野
分
校

③
着
付
け
、
茶
道

④
村
民
の
皆
様
、
特
に
湯
山
小
校
区
の
皆

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
。二
・

三
年
生
の
副
担
任
と
し
て
担
任
と
相
談

し
な
が
ら
授
業
等
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
密
に
し
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
再
任

③
好
き
な
こ
と
は
テ
ニ
ス
を
す
る
こ
と
で

す
。
自
分
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
し
た
い

で
す
。
他
に
は
書
道
の
練
習
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
湯
山
小
学
校
四
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
さ
わ
や
か
な
桜
の
ト
ン
ネ
ル
の

中
を
通
勤
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

湯
山
、
水
上
村
の
あ
た
た
か
い
保
護
者

や
地
域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

②
須
恵
小
学
校

③
特
に
、
こ
れ
と
い
っ
て
こ
だ
わ
っ
て
や

っ
た
り
で
き
た
り
す
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
最
近
は
我
が
子
三
人
娘
と
一

緒
に
近
場
の
遊
べ
る
所
へ
行
く
の
が
楽

し
い
で
す
。
外
で
遊
ば
せ
る
の
が
一
番

と
い
う
の
と
、
家
の
中
が
散
ら
か
ら
な

い
と
い
う
理
由
も
あ
り
ま
す
が
…
。
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
な
り
ま
す
。
も
う
少

し
運
動
し
て
、
余
分
な
お
肉
が
落
と
せ

る
よ
う
、
ど
ん
ど
ん
ア
ウ
ト
ド
ア
で
も

楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

④
生
ま
れ
育
っ
た
水
上
村
で
、
頑
張
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

出
身
は
湯
山
で
す
。

　

担
任
す
る
三
年
生
は
地
域
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
も
っ

と
も
っ
と
岩
野
に
詳
し
く
な
り
た
い
で

す
。
元
気
な
の
が
と
り
え
で
す
の
で
、

明
る
く
元
気
に
楽
し
ん
で
、
色
々
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

②
岡
原
中
学
校

③
音
楽
鑑
賞
・
書
道
・
歌
う
の
大
好
き

④
前
任
校
の
岡
原
中
学
校
で
は
、
音
楽
を

担
当
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
岩

野
小
学
校
で
は
、
特
別
支
援
教
育
支
援

員
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。毎
日
、

キ
ラ
キ
ラ
し
た
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
を
見
る
の
が
、
と
て
も
楽
し
み

で
す
。
一
年
間
、
自
分
が
学
ん
で
き
た

　

四
月
一
日
付
け
で
教
職
員
の
異
動
が
あ
り
、
次
の
先
生
方
が
転
入
・
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
転
入
さ
れ
た
先
生
方

に
は
、
本
村
の
教
育
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
さ
れ
た
先
生
方
に
は
本
村
教
育
の
発
展
に
ご
努
力
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

転
出
先
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

転
入
さ
れ
た
先
生
方
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

水
上
村

 
教
育
の
発
展
に
ご
尽
力
を

①教諭

　椎
しい

葉
ば

由
ゆ き み

紀美

①講師

　椎
しい

葉
ば

　道
みち

子
こ

①特別支援教育支援員

　江
え

藤
とう

　未
み く

来

①教頭

　吉
よし

田
だ

　亨
とおる

①養護助教諭

　永
なが

椎
しい

小
さ ゆ り

百合

①講師

　池
いけ

田
だ

さやか

①講師

　岩
いわ

野
の

　千
ち

春
はる

岩
野
小
学
校

湯
山
小
学
校

   

①
氏
名
　
②
前
任
校
　

   

③
趣
味
・
特
技
な
ど
　
④
抱
負
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②
人
吉
第
二
中
学
校

③
お
菓
子
づ
く
り
を
少
々
、茶
道
を
少
々
、

身
長
と
体
重
も
少
々
で
す
。

④
外
観
も
風
情
が
あ
っ
て
美
し
い
学
校
と

思
い
ま
し
た
が
、
務
め
て
み
て
、
中
み

は
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
と
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
。

　

水
上
の
子
ど
も
達
と
地
域
に
溶
け
込
ん

で
頑
張
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
す
べ

て
の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
自
宅
で

相
談
を
受
け
る
ほ
か
、
定
め

た
場
所
で
の
定
例
相
談
等
を

行
い
、
住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
、
気
軽
に
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
付
け
で
、
岩
野
高
瀬
区
の

安
達
廣
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①講師

　内
うち

村
むら

はるみ

水
上
中
学
校

・
岩
野
小
学
校

　

教　

諭　
　

冨
永　

真
理

　
　
（
中
原
小
）

・
湯
山
小
学
校

　

教　

頭　
　

内
田　

正
紀

　
　
（
人
吉
西
小
）

　水上村では、高齢者（70才以上）の方々に、湯山温泉元湯の無料入湯券を進呈
しています。
　ご希望の方は、直接または電話によりお申し込みください。年の途中で70才にな
られた方は、その時点でお申し込みできます。
　なお、この券は、本人のみ１年間で10回利用できます。入浴券を持参しないと、
無料扱いできませんので、入浴される時は必ずこの券を持参してください。
　また、入浴券を有効に活用していただくために、元湯行きのマイクロバスを運行
いたしますので、是非ご利用ください。運行日・時間等については、入浴券を差し上
げる際にお知らせいたします。
　　　　　　　　　　　　　　申込み：問い合わせ先

　　　　　　　　　　水上村役場住民福祉課　電話４４－０３１３

湯山温泉元湯
無料入湯券の
申込について

　  

転
　
出
　
者

◇◆ 市房杉トレッキングツアーを開催します ◆◇

　市房山の参道には、千年を超えるとも言われる大杉が５０本
近くそびえ立っています。４合目には「市房神社」もあり、ま
さに神秘の世界。
　この見事な空間を、幅広く皆さんに紹介するため、村内有志
の方々が市房杉トレッキングチームを結成。下記のとおりイベ
ントを企画しました。
　市房杉の話しはもちろん、色んな話しが聞けるので、きっと
神秘的な水上村が発見出来るはずですよ (^_-)。
　※皆様方からも村外のお知り合い等に是非ご紹介下さい。

期　日：平成２１年５月３１日　午前１０時出発
集　合：市房山キャンプ場
会　費：２，０００円
　　　　（案内料、昼食、飲物、温泉券、保険料込み）
内　容：市房神社までの参道沿いを歩き、
　　　　ツアーガイドが色んな事を説明します。

申込み、問い合わせは

　水上村役場　企画観光課
　T E L：０９６６−４４−０３１２
　E-mail：kikakukankou@mizukami-mura.com
　ホームページ　http://www.vill.mizukami
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65歳以上の方へのご案内
　下記のとおり、教室を計画しておりますので、興味のある方はお誘い合わせの上、是非、参加してみ
ませんか？ 65歳以上の方であればどなたでも結構です。
１．認知症予防教室…脳が生き生き活発に働くような話を聞いたり、昔のことを思い出すことがで

きる内容です。
時間：午前 10時〜正午
場所：岩野地区…保健センター　湯山地区…湯山小交流センター　江代地区…江代集会所
料金：岩野地区　50円　湯山・江代地区　300円（昼食代含む）

岩野 湯山 江代 岩野 湯山 江代
５月 18日 29日 − 11月 16日 ６日 −
６月 １日 ー 18日 12月 14日 ー 17日
７月 ６日 31日 ー １月 ７日 29日 ー
８月 ３日 ー 20日 ２月 １日 ー 18日
９月 14日 18日 ー ３月 １日 26日 ー
10月 ５日 ー ８日

２．介護予防太極拳教室…いつまでも自分の足で近所まで散歩をしたり、衣服の着脱ができるた
めにも体を動かしましょう。

時間：湯山地区…午前 10時〜午前 11時 30分
　　　岩野・江代地区：午後１時 30分〜午後３時
場所：岩野・江代地区…保健センター
　　　湯山地区…湯山小交流センター
料金：50円

３．男性料理教室…旬の物を使って、簡単な料理をつくります。“食”について興味をもってみま
せんか？

時間：午前９時 30分〜正午頃
場所：保健センター
７月29日 10月 28日 １月 27日

４．ふれあい会…軽く体を動かしたり、お話を聞いたり、時には手先を動かして簡単な物作りをし
ます。その後、みんなでお話をしながら食事をとります。

時間：午前 10時〜正午頃
場所：岩野地区…保健センター　湯山地区…湯山小交流センター　江代地区…江代集会所
料金：300円（昼食代含む）

岩野 湯山 江代 岩野 湯山 江代
５月 14日 29日 21日 11月 12日 ６日 19日
６月 11日 19日 18日 12月 10日 18日 17日
７月 ９日 31日 23日 １月 14日 29日 21日
８月 ６日 21日 20日 ２月 ４日 26日 18日
９月 10日 18日 17日 ３月 11日 26日 18日
10月 15日 30日 ８日

※皆さんが元気で、自分らしく毎日が過ごせるようにお手伝いできたら幸いです。

皆様のご参加お待ちしています。
申込をされる方は下記までご連絡ください。
水上村役場　住民福祉課　保健師　44-0313

５月 １日・15日 ９月 11日・25日
６月 12日・29日 10月 2日・16日
７月 10日・30日 11月 13日・26日
８月 12日・28日 12月 ９日・25日
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毎年誕生月に「ねんきん定期便」が届きます。

　送付対象は国民年金、厚生年金に加入中の方です。
お知らせする内容は
①年金加入期間（加入月数、納付済月数等）
②50歳未満の方…加入実績に応じた年金見込額
　50歳以上の方…「ねんきん定期便」作成時点の加入制度に引き続き加入した場合の将来の年金見込額
　既に年金受給中（全額停止中も含む）の方には年金見込額は通知しません。
③保険料の納付額（被保険者負担分累計）
④年金加入履歴
⑤厚生年金のすべての期間の月毎の標準報酬月額・賞与額、保険料納付額
⑥国民年金のすべての期間の月毎の保険料納付状況（納付、未納、免除等の別）
　（平成22年度以降は、①〜③について更新してお知らせします。また⑤、⑥については直近一年分
をお知らせします。35、45、58歳の方々に対しては平成21年度と同じ内容を更新してお知らせしま
す。）
　上記内容を確認いただき、「もれ」や「誤り」がある場合は「年金加入記録回答票」に記入し、返送
してください。「もれ」や「誤り」がない場合は回答の必要はありません。ただし水色の「年金加入記
録回答票」が同封されている方（58歳になられる方、「ねんきん特別便」にご回答いただいていない
方など）は「もれ」や「誤り」がない場合も、必ずご回答ください。
※すでに「ねんきん特別便」などで訂正の申し出をいただいている期間についてはあらたに申し出いた
だく必要はありません。「ねんきん特別便」で申し出いただいた期間について社会保険業務センター等
で調査・確認をし、調査結果を送付します。

わからないことや疑問な点があれば『ねんきん定期便専用ダイヤル』へ！
0570-058-555
※一部のＩＰ電話及びＰＨＳからは「03-6700-1144」にお電話ください。
受付時間　月〜金曜日：午前９時〜午後８時まで　第２土曜日：午前９時〜午後５時まで

標準報酬月額とは、事業主から労働の対償としてうける通貨・現物を問わず、すべてのものをいいま
す。例えば給料のほか、超勤手当、家族手当、通勤手当などで、所得税、住民税を控除される前のもの
になります。

住
基
カ
ー
ド
つ
く
り
ま
せ
ん
か
!?

　

住
基
カ
ー
ド
と
は
、
住
ん

で
い
る
市
区
町
村
で
交
付
さ

れ
る
安
全
性
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
、
住
所
・
氏
名
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

種
類
は
『
顔
写
真
付
き
住
基

カ
ー
ド
』
と
『
顔
写
真
な
し

住
基
カ
ー
ド
』
の
二
つ
が
あ

り
、
希
望
す
る
カ
ー
ド
を
選

択
で
き
ま
す
。

　

特
に
、『
顔
写
真
付
き
住
基

カ
ー
ド
』
は
、
公
的
な
身
分

証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
運
転
免
許
証
や
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
を
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
大
変
便
利
で
す
。

一
度
作
れ
ば
十
年
間
有
効
の

身
分
証
明
書
と
し
て
お
使
い

い
た
だ
け
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
は
手
数
料
が

無
料
に
！

　

個
人
情
報
保
護
・
な
り
す

ま
し
に
よ
る
犯
罪
防
止
等
を

図
る
た
め
、
行
政
窓
口
や
金

融
機
関
窓
口
で
の
本
人
確
認

が
厳
格
に
な
る
な
ど
、
社
会
生

活
に
お
け
る
本
人
確
認
書
類

と
し
て
の
顔
写
真
付
き
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
重
要
性
・

利
便
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
水
上
村
で
は
住

基
カ
ー
ド
発
行
手
数
料
五
百

円
を
無
料
に
し
ま
し
た
！
こ

の
機
会
に
是
非
、
住
基
カ
ー

ド
を
つ
く
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
先
着
百
名
様
に

「
ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
を
差

し
上
げ
ま
す
！

「
住
基
カ
ー
ド
」
の
交
付
申
請

方
法
は
、

　

ご
本
人
が
、
左
記
の
も
の

を
持
っ
て
、
水
上
村
役
場
住

民
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

①
印
鑑

②
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

を
２
種
類
（
健
康
保
険
証

や
年
金
証
書
な
ど
）

※
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真

付
き
の
身
分
証
明
書
を
お

持
ち
の
方
は
一
種
類
で
可
。

注
意
：
即
日
発
行
は
で
き
ま

せ
ん
。
カ
ー
ド
が
で
き
る

ま
で
、
申
請
か
ら
十
日
程

度
か
か
り
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先
：

　

水
上
村
役
場
住
民
福
祉
課

　

℡
四
四
ー
〇
三
一
三

水上村役場 住民福祉課（0966-44-0313）
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　農業委員会では「平成２１年度目標及びその達成に向けた活動計画」の案を取りまとめました。現在、この目標及
び活動計画案についてのご意見・ご要望を募集しています。いただいたご意見等を踏まえて５月中に「平成２１年度
目標及びその達成に向けた活動計画」を策定し、ホームページで公表します。

１　意見等の募集期間　平成２１年４月１日（水）～５月１５日（金）　（必着）

２　意見等を提出できる方　村内在住の方

３　意見等の提出方法
　任意の用紙等に「２１年度目標と計画への意見」と明記し、住所、氏名、ご意見等をご記入の上、下記のいずれ
かの方法でご提出ください。（住所、氏名のご記入がないものは受け付けられません。）

（１）郵　送　　〒８６８－０７０１　熊本県球磨郡水上村大字岩野９０番地　水上村農業委員会
（２）持　参　　水上村農業委員会事務局　月～金曜日の８：３０～１７：３０（祝日を除く）
（３）ＦＡＸ　　０９６６－４４－０６６２
（４）Ｅメール　keizai@mizukami-mura.com
　電話での受付は行っておりませんので、ご了承ください。

４　その他
　いただいたご意見・ご要望について個別の回答は行いませんが、委員会としての考え方とあわせてホームページ
で公表いたします。ご提出いただいた原稿はお返しいたしません。

５　目標及び計画の原案	
　「平成２１年度目標及びその達成に向けた活動計画（案）」はホームページをご覧いただくか、農業委員会に備え
つけのものをご覧ください。

問い合わせ先　水上村農業委員会事務局　ＴＥＬ　４４－０３１４　ＦＡＸ　４４－０６６２

農業委員会の目標と活動計画について、ご意見を募集しています。

一斉耕起の日
５月１０日
　　毎年5月第2日曜！

＆
８月３０日　　　
毎年８月最終日曜！

シリーズシリーズ

窓からみ
る
農
業5454

水上村農業委員会では、先祖から受け継いだ大切な田畑を守ろうと、「一斉耕起」の日を定めました。
年に２回以上は、田畑を耕してあげましょう！
勤務の都合で出来ない方は、直近の休み等を利用のうえ耕してあげましょう！

※中山間地域等直接支払い制度の現地調査が、９月末日に行われます。

★久しく耕してない農地はありませんか？
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平成２１年度　人吉保健所精神保健相談（こころの健康相談）事業実施要領
１　目的

　精神障がい者及びその家族等又は、こころの健康相談を希望する人からの相談に応じ、精神科嘱託医師
により指導することで、人吉球磨地域の精神保健の向上を図る。

２　法的根拠
　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第４７条

３　対象者
　精神障がい者及びその家族等又は、こころの健康相談を希望する人

４　相談内容等
（１）相談内容は、社会復帰相談、アルコール、思春期、青年期、老人等の相談等、保健、医療、福祉の広

範にわたって実施する。相談の結果に基づき、病院、診療所、精神障害者社会復帰施設等の施設や自助
グループへの紹介、福祉事務所、児童相談所、職業安定所その他の関係機関への紹介、医学的指導、ケ
ースワーク等を行う。また、複雑困難なケースについては、精神保健福祉センター等を紹介し、または
その協力を得て対応する。

（２）相談は面接相談により実施し、医師（精神科嘱託医）が対応する。

５　相談日時等
　（１）開催日時及び実施場所
　　受付：14：00 〜 15：00（予約制）
　　場所：人吉保健所、多良木町保健センター　 

月 日 場所 月 日 場所

４月
９日 人吉保健所

１０月
８日 人吉保健所

２４日 人吉保健所 ２３日 人吉保健所

５月
１４日 人吉保健所

１１月
５日 多良木町保健センター

２２日 多良木町保健センター ２７日 人吉保健所

６月
１１日 人吉保健所

１２月
１０日 人吉保健所

２６日 人吉保健所 ２５日 人吉保健所

７月
２日 多良木町保健センター

１月
１４日 人吉保健所

２４日 人吉保健所 ２２日 多良木町保健センター

８月
１３日 人吉保健所

２月
４日 人吉保健所

２８日 人吉保健所 ２６日 人吉保健所

９月
１０日 人吉保健所

３月
１１日 多良木町保健センター

２５日 多良木町保健センター ２６日 人吉保健所

原則として、第２木曜日・第４金曜日（※印の日は、変更）
○多良木町保健センターでの相談日

（５月２２日・７月２日・９月２５日・１１月５日・１月２２日・３月１１日）

　（２）担当医師
　　北島　　茂医師　（光生病院）
　　村上　良慈医師　（吉田病院）

相談予約先：人吉保健所　保健予防課　（電話）２２－３１０７

※

※

※
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康
づ
く
り
推
進
課
等

■
提
出
先　

熊
本
市
外
の
県
内
居
住

者
→
県
保
健
所
、
熊
本
市
居
住
者

→
熊
本
市
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ
先　

最
寄
り
の
保
健

所
又
は
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
二
〇
八

S
〇
九
六
ー
三
八
三
ー
〇
四
九
八

家
事
問
題
相
談
会

　
「
離
婚
し
た
い
」「
彼
氏
の
暴
力
が

ひ
ど
い
」「
養
育
費
を
払
っ
て
く
れ

な
い
」「
離
婚
後
に
子
供
に
会
え
る

の
？
」

　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
、離

婚
・
Ｄ
Ｖ
問
題
の
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。離
婚（
離
婚
し
た
い
、夫

婦
関
係
を
円
満
に
し
た
い
、離
婚
に

伴
う
財
産
分
与
・
養
育
費
・
親
権
・
面

接
交
渉
権
・
年
金
分
割
）や
、配
偶
者

や
交
際
相
手
か
ら
受
け
る
身
体
的
・

精
神
的
・
経
済
的
な
暴
力
に
関
す
る

法
的
問
題
に
つ
い
て
無
料
で
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。ご
予
約
は
不
要

で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
日
時　

平
成
二
十
一
年
五
月

三
十
一
日

　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

●
面
接
で
の
ご
相
談　

熊
本
県
司
法

書
士
会
館
二
階
（
熊
本
市
大
江
四

丁
目
四
番
三
十
四
号
）

●
電
話
で
の
ご
相
談

　

〇
九
六
ー
三
六
四
ー
〇
八
〇
〇

●
主
催　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会

●
後
援　

熊
本
県
司
法
書
士
会

●
相
談
料　

無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

滞
納
整
理
強
化
月
間
が
始

ま
り
ま
す
！

　

熊
本
国
税
局
管
内
の
全
税
務
署
で

は
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
滞
納

整
理
強
化
月
間
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
の
強
化
月
間
は
、
平
成
二
十

年
の
確
定
申
告
分
を
中
心
に
、
督
促

を
受
け
て
も
納
付
が
な
く
、
納
税
に

誠
意
の
認
め
ら
れ
な
い
滞
納
者
に
対

し
て
、
厳
正
な
滞
納
処
分
を
行
い
ま

す
。

　

取
引
先
を
調
査
し
て
売
掛
金
等
の

債
権
差
押
え
等
の
処
分
や
家
屋
や
事

務
所
を
捜
索
し
て
動
産
や
不
動
産
の

差
押
え
、
公
売
等
の
処
分
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
納
税
が
お
済
み
で
な
け
れ

ば
、
お
早
め
に
！

人
吉
税
務
署

Q
二
三
ー
二
三
一
一

※
自
動
音
声
案
内

税
務
職
員
を
装
っ
た
「
振

り
込
め
詐
欺
」
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

　

最
近
、
税
務
職
員
を
装
い
、
現
金

自
動
預
け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
操

作
さ
せ
振
込
み
を
行
わ
せ
る
「
振
り

込
め
詐
欺
」
に
よ
る
被
害
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

　

税
務
職
員
が
納
税
者
の
皆
様
に
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
す
る
場
合
は
、

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
申
告
書
等
を

基
に
、
そ
の
内
容
を
ご
本
人
に
確
認

す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
署
や
国
税
局
で
は

①
還
付
金
受
取
の
た
め
に
金
融
機
関

等
の
現
金
自
動
預
け
払
い
機
（
Ａ

Ｔ
Ｍ
）
の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

②
国
税
の
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関

の
口
座
を
指
定
し
て
振
込
み
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
吉
税
務
署

Q
二
三
ー
二
三
一
一

※
自
動
音
声
案
内

鉄
道
川
柳
募
集

　

Ｓ
Ｌ
復
活
・
肥
薩
線
一
〇
〇
周
年
・

く
ま
川
鉄
道
二
〇
周
年
を
み
ん
な
で

楽
し
く
お
祝
い
し
た
い
と
、
鉄
道
川

柳
を
募
集
し
ま
す
。

　

出
題
は
Ｓ
Ｌ
・
肥
薩
線
・
く
ま
川
鉄

道
・
国
鉄
等
、鉄
道
に
関
す
る
も
の
な

ら
何
で
も
結
構
で
す
。

　

地
元
・
観
光
客
・
学
生
に
分
け
て
一

人
二
句
ま
で
募
集
し
ま
す
。応
募
い

た
だ
い
た
川
柳
は
逐
次
、
鍛
冶
屋
町

通
り
に
展
示
し
ま
す
。八
月
末
に
人

気
の
川
柳
を
表
彰
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
は
、手
紙
・
ハ
ガ
キ
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
で
お
願

い
し
ま
す
。

期
間　

平
成
二
十
一
年
四
月
三
日
〜

八
月
二
十
日
ま
で

〒
八
六
八
ー
〇
〇
〇
一
人
吉
市
鍛

冶
屋
町
四
三　

立
山
商
店
内

鍛
冶
屋
町
通
り
の
街
並
み
保
存
と

活
性
化
を
計
る
会　

会
長
立
山
茂

Q
二
二
ー
二
五
六
六

S
二
四
ー
二
八
六
六

Ｅ
メ
ー
ル　

akir@
m

arukam
a.

co.jp

無
料
法
律
相
談
会

日
時　

五
月
二
十
日
（
水
）
午
前
十

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
所　

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
人

吉
支
部

　

人
吉
市
寺
町
一
番
地

Q
二
三
ー
四
八
五
五

相
談
員　

弁
護
士
、
調
停
委
員
、
裁

判
所
及
び
法
務
局
の
職
員

相
談
内
容　

一
般
法
律
問
題
、
家
庭

問
題
、
金
銭
問
題
、
交
通
事
故
問

題
等

平
成
二
十
一
年
度
調
理
師

試
験
の
実
施

■
試
験
日　

八
月
三
十
一
日
（
月)

■
会
場　

熊
本
県
立
大
学

■
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度

で
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
等
で
二

年
以
上
の
調
理
実
務
経
験
の
あ
る

方
■
願
書
受
付　

六
月
十
五
日
（
月
）

か
ら
六
月
十
九
日
（
金
）
ま
で

■
願
書
配
布　

各
保
健
所
、
県
庁
健

　

司
法
書
士　

山
田
佳
代

Q
〇
九
六
ー
三
八
一
ー
八
七
七
七

平
成
二
十
一
年
度
前
期

「
技
能
検
定
」
国
家
試
験

の
実
施
に
つ
い
て

　

技
能
検
定
は
、
働
く
方
々
の
有
す

る
技
能
・
知
識
を
一
定
の
基
準
よ
り

検
定
し
、
国
と
し
て
証
明
す
る
国
家

検
定
制
度
で
、
技
能
に
対
す
る
社
会

一
般
の
評
価
を
高
め
、
働
く
方
々
の

技
能
と
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
職
業
能
力
開
発
促
進

法
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

技
能
検
定
は
、
職
種
ご
と
に
特
級
、

一
級
二
級
及
び
三
級
に
区
分
す
る
も

の
と
、
等
級
を
区
分
し
な
い
単
一
等

級
が
あ
り
、
試
験
は
実
技
試
験
と
学

科
試
験
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

合
格
者
に
は
、
特
級
、
一
級
及
び

単
一
等
級
は
厚
生
労
働
大
臣
名
、
二

級
及
び
三
級
は
熊
本
県
知
事
名
に
よ

り
合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
「
技
能
士
」

と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
二
級
実
技
試
験
と
同
時
に

「
技
能
五
輪
全
国
大
会
熊
本
県
地
方

大
会
」
を
兼
ね
て
実
施
し
ま
す
。

《
受
付
期
間
》　

平
成
二
十
一
年
四
月

二
日（
木
）か
ら
四
月
十
五
日（
水
）

ま
で

《
実
施
期
間
》　

平
成
二
十
一
年
六
月

八
日
（
月
）
か
ら
平
成
二
十
一
年

九
月
十
三
日
（
日
）
ま
で

《
合
格
発
表
》　

平
成
二
十
一
年
十

月
二
日
（
金
）
※
三
級
：
平
成

二
十
一
年
八
月
二
十
八
日
（
金
）
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※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

技
能
検
定
課

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
五
番
十
九

号
熊
本
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル

二
〇
一
号

Q
〇
九
六
ー
三
八
四
ー
一
七
一
一

S
〇
九
六
ー
三
八
四
ー
二
六
七
六

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.noukai.

or.jp

労
働
保
険
年
度
更
新
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ

　

平
成
二
十
一
年
度
の
年
度
更
新
手

続
き
は
六
月
一
日
か
ら
七
月
十
日
ま

で
で
す
。

　

熊
本
労
働
局
で
は
、
年
度
更
新
に

必
要
な
書
類
を
六
月
一
日
ま
で
に
事

業
主
の
皆
様
へ
送
付
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
よ
り
、
申
告
・

納
付
の
期
間
は
六
月
一
日
か
ら
七
月

十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
熊
本
労

働
局
労
働
保
険
徴
収
室
又
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
、
若
し
く
は
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
金
融
機
関
か

郵
便
局
で
申
告
・
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
六
月
二
十
六
日
か
ら
七
月

十
日
に
か
け
て
県
内
各
地
で
集
合
受

付
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
「
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保
険

料
申
告
書
」
を
作
成
の
う
え
、
集
合

受
付
会
場
で
申
告
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま
す

と
、「
国
」
で
保
険
料
を
決
定
す
る

ほ
か
、
追
徴
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に

申
告
・
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
の
総
称
）
は
、
農
林
水
産

業
の
一
部
を
除
い
て
、
一
人
で
も
労

働
者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
、
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

の
皆
様
で
、
ま
だ
労
働
保
険
の
加
入

手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
又

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定

所
）
に
ご
相
談
の
う
え
、
速
や
か
に

加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

「
年
度
更
新
」
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、

熊
本
労
働
局
総
務
部　

労
働
保
険

徴
収
室

Q
〇
九
六
ー
二
一
一
ー
一
七
〇
二

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
二
十
一
年
度
春
募
集

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、

「
お
互
い
の
価
値
観
・
生
活
様
式
・

文
化
を
尊
重
し
、
直
接
ふ
れ
あ
い
、

交
流
し
な
が
ら
、
貧
困
問
題
、
環
境

破
壊
な
ど
そ
の
国
の
社
会
の
抱
え
る

問
題
を
解
決
し
、
経
済
や
社
会
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

草
の
根
レ
ベ
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
国
際
協
力
へ
の
志

を
持
っ
た
一
般
市
民
の
方
々
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
た
め
、
青
年
か
ら
中
高
年

層
ま
で
、
技
術
、
経
験
、
そ
し
て
意

欲
を
持
つ
人
々
を
世
界
中
に
派
遣
し

て
い
ま
す
。
派
遣
人
数
は
四
十
三
年

間
で
三
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
現
在

も
多
く
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
派
遣
さ
れ
た
国
の
人
々
と
と
も
に

生
活
し
、
働
き
、
彼
ら
の
言
葉
を
話

し
、
相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら
、
彼

ら
の
自
助
努
力
を
促
進
さ
せ
る
形
で

協
力
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
春
の
募
集
要
項

は
次
の
と
お
り
で
す
。
最
初
に
プ
レ

エ
ン
ト
リ
ー
を
し
て
下
さ
い
。

応
募
資
格　

二
〇
〇
九
年
五
月
十
八

日
現
在
で
満
二
十
歳
か
ら
満

三
十
九
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を
持

つ
方

〔
次
の
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
〕

※
禁
固
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
え
る
ま
で

又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
者

※
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
又

は
被
補
助
人

募
集
期
間　

二
〇
〇
九
年
四
月
一
日

（
水
）
〜
二
〇
〇
九
年
五
月
十
八

日
（
月
）［
消
印
有
効
］

プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
方
法

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス

可
能
な
方
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
・
青
年
海
外
協
力

隊
ペ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://

w
w

w
.jica.go.jp/activities/

jocv/index.htm
l

）
か
ら
プ
レ

エ
ン
ト
リ
ー
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
に

登
録
さ
れ
た
方
に
は
、［
パ
ー

ソ
ナ
ル
画
面
］
ア
ク
セ
ス
用
の

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し

ま
す
。

※
な
お
、
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
は
正

式
応
募
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正

式
な
応
募
の
た
め
に
は
、
応
募

書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
登
録
を

し
な
く
て
も
応
募
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
選

考
窓
口

　

Q
〇
三
ー
三
四
〇
六
ー
九
九
〇
〇

（
平
日
九
時
三
十
分
〜
十
二
時

三
十
分
、
十
三
時
十
五
分
〜
十
七

時
四
十
五
分
）

※
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
の
パ
ー
ソ
ナ

ル
画
面
で
も
問
い
合
わ
せ
が
で

き
ま
す
。

食中毒に注意しましょう！！
　春の行楽シーズンの到来です。だんだん気温が高くなり、屋外での食事の
機会が増えますので細菌性食中毒が発生しやすい季節になります。
　食中毒によって、楽しい行楽を台無しにしないように衛生的な取扱いに心
がけましょう。

＊お弁当を作る場合＊
・おかずは、中心まで十分加熱しましょう。
・調理器具の汚染を防ぐため、調理後のおかずにはなるべ

く包丁を入れないようにしましょう。
・おかずは完全に冷ましてから、清潔な乾いた容器に詰めましょう。
・素手でおかずに触るのは禁物です。
・食べるまでは、直射日光をさけ、できるだけ温度の低い涼しい所に保管

しましょう。

＊バーベキューなどをする場合＊
・中心部まで十分加熱（７５度で1分間以上）しましょう。
・相互汚染を防ぐため、「食べるために使用する箸」と「生肉を焼くための箸」と

を使い分けましょう。生肉専用の箸や肉ばさみ（トング）を準備しましょう。
・牛刺し、牛レバ刺し、ユッケなど食肉の生肉は控えましょう。

お問い合わせ先　人吉保健所　衛生環境課　℡　22-3107
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よろしくね！

米本　徠
らい

人
と

ちゃん（男）
（平成 21年２月 17日生まれ）

水上村大字江代
父：宗徳さん　母：美保さん
病気をせず、元気に育ってほしい。

平成21年度　社会保険出張相談所（上期）の日程について
　人吉・球磨地区の社会保険出張相談（上期）が下記の日程にて実施されます。
　多数の来訪者が予想されますので、事前に電話連絡による受付をお願いいたします。
　なお、障害年金や被保険者記録の調査等はプライバシーの保護及び相談内容が複雑かつ時間を要しますの
で、ご都合のつく方は八代社会保険事務所へ行かれてご相談ください。

◎相談時間　　　　午前１０時～午後３時
◎受付時間　　　　午前９時～午前１１時３０分　・　・　午後１時～午後２時３０分
◎電話による受付先　　　　八代社会保険事務所　（０９６５－３５－６１２３）

多良木町役場
（多目的研修センター）

人吉総合病院
（３階　会議室）

５月 ７日　（木） ２１日　（木）

６月 ４日　（木） １８日　（木）

７月 ２日　（木） １６日　（木）

８月 ６日　（木） ２０日　（木）

９月 ３日　（木） １７日　（木）

問い合わせ先　　水上村役場住民福祉課　電話：４４－０３１３（直通）
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資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：4日・11日・18日・25日

5月のごみ収集・・・もったいないの心がつくる　３R（リデュース・リユース・リサイクル）推進

5

 日 月 火 水 木 金 土
      1 2
  3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
  25 26 27 28 29 30 

24 31

24 31

23 30

  7日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

14日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

21日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

28日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

今月のごみ事情今月のごみ事情今月のごみ事情・・ 一に分別、二に分別、三、四も分別、ゴミ処理の基本は、やはり分別！
燃えるゴミ、もえないゴミ・資源ゴミの分別をお願いをしています。もえないゴミは以前は、

埋め立てられていましたが、今は、家庭からもえないゴミとして出されたゴミは、人吉クリーンプラザで、一袋一袋づつ人力
により、金属類、ガラス類、燃えるゴミ類等に分別され、その後分類別に処理加工され、少量の埋め立て廃棄物になるま
でくり返し処理されます。
　このごみ処理の手間、費用を少なくするためには、家庭から出す時点で、燃えるゴミ、もえないゴミ、空き缶、空き瓶等
の資源ごみに分別することが最も大事なポイントです。分別さえしてあれば、多少のルール上の問題があっても次の過程へ
進めることができますが、分別ができてない場合、ゴミ処理のサイクルがストップし、ゴミの山があちこちにできることになります。

①リデュース：ゴミになる物を買わない
②リユース：使える物は繰返し使う
③リサイクル :資源として再利用する

家庭でできる温暖化対策 地球温暖化が深刻化しています。ライフスタイルを見直し日頃から省エネを。

①アルミと不燃ゴミの混載したもの②可燃ゴミ（プラスチック）類③ペットボトル・アルミ缶・
スチール④ ゴミイエローカード
缶の混載したもの

24 31

●今月の人口●
　男　………1,212 人
　女　………1,361 人
　計　………2,573 人
戸　数………  930 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 21 年３月末現在

５月17日㈰　桜の里大運動会
５月24日㈰　タケノコ山で春を味わう学校（コサン竹コース）
５月31日㈰　市房杉トレッキングツアー

※予定ですので、変更になることがあります。

５月の行事予定

管内の交通情勢について　多良木警察署
１　交通事故の発生状況
　⑴県内

　⑵管内

　⑶町村別（Ｈ 21.3 末）

平成19年 平成 20年 増減数 Ｈ20.3 末 Ｈ 21.3 末 増減数 増減率
人身事故 12,091 11,522 -569 2,674 2,494 -180 -6.7％
死者数 103 98 -5 20 24 +4 +20.0％
傷者数 15,524 14,663 -861 3,379 3,223 -156 -4.6％

平成 19年 平成 20年 増減数 Ｈ20.3 末 Ｈ 21.3 末 増減数 増減率
人身事故 59 76 +17 20 15 -5 -25.0％
死者数 2 3 +1 0 1 +1 +100.0％
傷者数 69 100 +31 26 18 -8 -30.8％

あさぎり町 多良木町 湯前町 水上村 計
人身事故 8（-　6） 4（+1） 3（+1） 0（-1） 15
死者数 0（±　0） 1（+1） 0（±0） 0（±0） 1
傷者数 9（-10） 6（+3） 3（±0） 0（-1） 18

※（  ）内は対前年同期比
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花
言
葉
：「
尊
敬
」「
心
づ
か
い
」

　ツツジ科ツツジ属シャクナゲ亜属の低木の総称です。種類数は定義に

よって大きく異なりますが、おそらく数百種類はあると言われています。

いずれも派手で大きな花に特徴があり、花の色は白あるいは赤系統が多

いですが、黄色の場合もあります。

　古くは神に捧げる木、忌み木とされ、庭木や植栽にする類の花木では

なかったようです。

石楠花（しゃくなげ）

山の幸館

第38回 桜の里　　　　
　　　　健康マラソン大会

ら
っ
ぱ 

す
い
せ
ん


